
 

 一 西 だ よ り 

豊川市立一宮西部小学校通信            

         令和 ８年 ６月 ３日 第６号 

発行  校長 村上謙一 

【チーム担任制のニュースから】 

 令和８年度から、静岡市は市内全ての市立

小学校にチーム担任制を導入しました。静岡

市ではこれを「フレキシブル担任制」と呼んで

います。静岡市教育委員会の説明によると、

「教員においても、当初は自分の学級がなく

なることへの寂しさを感じる声がありました

が、現在では複数の教員が関わることで、よ

り多角的な視点から子どもたちと向き合える

ようになったという実感が広がっていま

す。・・・」とのことです。 

 また、横浜市でも市内全小学校で同様の取

組を始めているとのことです。こちらも子供

の多角的な見取りによる

児童理解や教材研究の充

実、新人教員のサポートと

業務負担軽減に効果をあ

げているとのことです。 

 これまでもお伝えの通り、富山県南砺
な ん と

市や

兵庫県神戸市、京都市（各校毎の選択方式）

などはすでに採用から数年が経過しており、

全国的な広がりは加速しているようです。一

西小のチーム担任制は、学級づくりを子ども

の手に返して、子どもたちの主体性を奪わ

ず、当事者意識を育もうとしています。その

ために先進校とも情報交換をして、「子ども

の声」を大切にした取組を続けています。直

近のアンケート調査（Ｒ8 年 4 月）では、８４％

の児童が、チーム担任制について「楽しみ」

「とても楽しみ」と回答しています。 

教職員がもつ担任のイメージについても、

これからは、「私が育てる」（先生主語）から、

「子どもが育つ」（子ども主語）ために私がい

るという感覚に変えていくのだろうと思いま

す。 

【登下校の様子から】 

 通学班の班長さん、副班長さんを務めてく

れているリーダーたちがすばらしい姿を見せ

てくれています。 

 登校中、班長さんの手を

にぎってくる１年生がいま

す。班長さんはその子の

手を、車道から遠い方に

立てるようににぎりなおします。そんなやり

とりをしつつ、歩くスピードが速すぎたり、ゆ

っくりすぎる子にもやさしく声をかけて、班

の列が伸びすぎないようにしてくれます。 

 一斉下校中、１年生が線路につまずいて転

んでしまいました。少しするとひざから血が

にじんできました。班長さんはすかさず自分

のランドセルから絆創膏を取り出して、その

子のひざに６枚くらいはってあげました。は

ってもらっているうちに、１年生はニコニコに

なって、「ありがとう」とお礼を伝えました。

班長さんは当たり前のことをしただけという

表情でやさしくほほえみました。 

【運動会】 

 ５月３０日（土）、大勢

の来賓、保護者の皆様

にお越しいただき、に

ぎやかに運動会を開

催することができまし

た。温かいご声援、あ

りがとうございまし

た。 


